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◆ 健康経営優良法人認定の評価結果から学ぶ、データ取得の重要性

◆ 集めた健康データをどのように活用するか

◆ 本質的な健康管理を行うための業務改善手法

アジェンダ
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FY24 伊藤忠テクノソリューションズ(株) 会社概要
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2024年4月1日現在  

ITOCHU Techno-Solutions Corporation

〒105-6950 東京都港区虎ノ門4-1-1 神谷町トラストタワー

TEL：03-6403-6000（代）

URL：http://www.ctc-g.co.jp/

代表取締役社長 新宮 達史

1972年（昭和47年）4月1日

1979年（昭和54年）7月11日

21,764百万円

単体： 5,019名

連結： 10,120名

コンピュータ・ネットワークシステムの販売・保守、ソフトウェア受託開発、

情報処理サービス、科学・工学系情報サービス、サポート、その他

会社名

英文社名

本社所在地

代表者

創立

設立

資本金

社員数

事業内容

（略称 CTC）

神谷町トラストタワー

健康管理システム
Growbaseの正規代理店

販売・保守・運用サポートなど対応

CTCは、伊藤忠商事グループのIT総合企業です

健康支援室17名で対応
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ウェルネス・コミュニケーションズ㈱ 会社概要

社名

設立

所在地

資本金

株主

ウェルネス・コミュニケーションズ株式会社
〔英名：Wellness Communications Corporation〕

2006年 7月 3日

（本社） 〒107-6014 東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル

（大阪事務所） 〒541-0059 大阪市中央区博労町4-5-9 本町太平ビル

４億円

SOMPOホールディングス株式会社

LHP Holdings, L.P.（ロングリーチグループ関連会社）

株式会社アドバンテッジリスクマネジメント

株式会社ベルシステム24ホールディングス

伊藤忠商事株式会社

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

伊藤忠テクノソリューションズ（CTC）との取り組みについて

2017年販売代理契約を締結。以降健康管理クラウドGrowbaseの販売を中心にパートナーとしてタイアップ。
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健康経営優良法人認定の評価結果から学ぶ

データ取得の重要性

アジェンダ①
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健康経営度調査においてデータで示すべき調査項目数について

令和6年度 健康経営度調査フィードバックシートサンプル
④評価の詳細分析から抜粋

• 令和6年度健康経営度調査票の質問数は、全部で74項目
• そのうち、健康経営度評価の対象となる質問項目は、全部で55項目
• データ提示が必要となる項目は、全部で22項目

④評価の詳細分析

今年度からは
「制度・施策実行」
の項目が重視される傾向

評価対象の約30％で

データ開示が必要
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今年度の改定により特に重視されるようになったポイント

令和6年7月23日 健康・医療新産業協議会第12回健康投資WG 事務局説明資料より

• 健康経営度調査の評価において、健康経営の可視化と質の向上をより重視する傾向

• 経営層の関与頻度を重視し、またプロセス(計画)よりもアウトプット(結果)をより重視する傾向
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健康経営度調査申請書に記載のある具体的な質問の中身の例

重要教育施策に対して
・対象人数
・参加/実施人数(率)
を具体的に示すことが求められる。

それを示すために、何らかの形で企業は適切に

データを取得、分析する必要性が高
まっている。

つまり、計画や企画するだけではなく、

「ちゃんと企画実行して結果出たの？」

ということが、より重視される配点になった。
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集めた健康データをどのように活用するか？

アジェンダ②
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◆ IR開示情報への活用
➢ 定期健診受診率、適正体重維持、喫煙率、定期健康診断(要再精検、再受診者)、特定保健指導参加率

集めた健康データをどのように活用するか？
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◆ 各種生活習慣と健康課題の相関分析への活用

集めた健康データをどのように活用するか？

◆ 自社の健康課題分析と健康経営推進のためのKPI設定への活用

日常的な身体活動や適正な飲酒、肥満予防が、糖尿病や合併症予防につながる

良好な生活習慣を送ることが重大な病気の予防や健康維持のカギ

「血糖値」×「肥満」／「血糖値」×「生活習慣」
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集めた健康データをどのように活用するか？ 各種生活習慣と健康課題の相関分析への活用

「飲酒習慣」と「心身の健康」

毎日2合以上飲酒群の主観的健康感の割合が最も低い

定期健康診断結果でも、毎日2合以上群とそれ以外の群との要精密検査率の差が大きい
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集めた健康データをどのように活用するか？ 各種生活習慣と健康課題の相関分析への活用

「朝食欠食」×「心身の健康」 ／ 「朝食欠食」×「生産性」

朝食欠食の有無群の間で、ストレス反応、主観的健康観、パフォーマンス得点に差を認めた。

特に20代において、同年代の朝食摂取群と欠食群間で各スコアの差が大きい結果となった
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集めた健康データをどのように活用するか？ KPI設定への活用

そのためにデータを一元的に

統合管理しておくことが重要である。

重要なことは

・欲しい時にすぐにデータにアクセスできこと

・欲しい切り口でデータを加工・抽出できること
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よくあるデータ管理・結果データの集計手順について ～健診業務編～

健診業務とデータの流れ

人事システム

対象者
リスト抽出 受診案内

医療機関受診

ペーパー管理

健診担当者

受診結果返送

対象者 医療機関

手作業で

Excel化？

結果集計

Excel管理

ペーパー受領

受診結果

【課題】 健康経営度調査の回答に必要な項目を手動で集計

or

【課題】
対象者データ抽出を依頼する必要がある

【課題】
・経年管理する場合に過去の結果を取り出すの
に手間がかかる

・そもそも紙の置き場に困る
特殊健診の結果保存は30年
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手入力
Excel化

よくあるデータ管理・結果データの集計手順について ～各種教育・イベント開催編～

各種教育・イベントの開催における業務とデータ集計の流れ

人事システム

対象者
リスト抽出

対象者への
イベント開催

日程案内
イベント参加

人事および

関連担当者
対象者 イベント実施

結果集計

Excel管理

【課題】 健康経営度調査の回答に必要な項目を手動で集計

【課題】
対象者データ抽出を依頼する必要がある Excel管理 イベント参加者

カウント

ペーパー集計

イベント予約

健康経営度調査で、各種イベント、セミナー、研修などの参加率を問う設問も多い…

・Q41：従業員の健康保持・増進に関する教育セミナー研修の対象者比率/参加比率

・Q45：男性の育児休業取得を促す管理職研修への参加率

・Q47：介護に関する研修への参加率

・Q48：コミュニケーション促進のための施策の対象者比率/参加比率

・Q53：食生活改善に向けた取り組みの対象者比率/参加比率

・Q54：運動習慣の定着に向けた具体的な支援の対象者比率/参加比率

・Q56：女性特有の健康関連課題について

【課題】
人事スタッフ複数名が会場に拘束され、
工数が掛かる

【課題】
イベント実施後のアンケート実施など、
集計が必要な場合の紙管理

イベント参加者

アンケート

ペーパー集計

すぐにデータにアクセスし分析できない現状
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本質的な健康管理を行うための業務改善手法

アジェンダ③
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データ管理のご案内

健康管理業務
従事者をサポート

従業員をサポート

企業をサポート

さまざまな健康情報を一元管理

ストレスチェック

健診結果

面談記録

長時間労働

アンケート

医療メモ

集計・出力

お知らせ
・掲示板

企業と働く人の健康をサポート

健康管理業務
効率化

紙管理からの
脱却

健康意識向上
健康課題を
抱える方への
アプローチ

健康経営®
の取り組み

法令対応

Growbaseは、アナログで可視化しにくい健康管理情報をデジタル化＆一元化し、

働く人の健康と企業の成長を支える健康管理クラウドサービスです
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データ管理による課題解決

◆ 健康経営度調査の回答対応

定期健診結果に関する設問

集計機能

事業場ごと、性別や年代ごとに細かく集計が可能です。
会社や特定の事業場が抱える健康課題の発見につながります。
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データ管理による課題解決

◆ 健康診断業務

定期健診結果を踏まえた治療状況の把握に関する設問

検索機能

柔軟に設定できる検索が可能です。
例えば、検査項目のひとつひとつの数値などで検索することができる
から、特定の健康課題を抱える人のピックアップも簡単です。
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データ管理による課題解決

◆ イベント・教育開催

イベントの対象者・参加率

メール配信・アンケート機能

イベント・教育も簡単に設定可能です。
従業員マイページへ案内を掲載し、イベント周知。また、イベント終了
後のアンケートを参加者へ配信しも可能です。

イベント企画

対象者抽出

案内配信

イベント実施

アンケート配信

アンケート集計
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まとめ

健康
診断

データ活用

健康関連

SDGs

運動
食事改善

医療

労基
報告衛生

委員会

保健
指導

産業医
面談

就業
判定

精密･
再検査

ストレス
チェック

蓄積されたデータの循環・拡大

～本質的な健康経営の実現に向けて～

健康経営

自社従業員の健康状態の可視化

健康データの分析・活用し
自社の健康課題を明確化

健康課題への適切なアプローチと
計画の確実な実行

健康経営の実現

健
康
経
営
優
良
法
人
の
取
得 課題に対する効果計測・結果分析
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ご清聴ありがとうございました。


	スライド 1: 健康データ取得・活用における 健康管理システムの役割と業務改善手法
	スライド 2: アジェンダ
	スライド 3: FY24 伊藤忠テクノソリューションズ(株) 会社概要
	スライド 4: ウェルネス・コミュニケーションズ㈱　会社概要
	スライド 5: アジェンダ①
	スライド 6: 健康経営度調査においてデータで示すべき調査項目数について
	スライド 7: 今年度の改定により特に重視されるようになったポイント
	スライド 8: 健康経営度調査申請書に記載のある具体的な質問の中身の例
	スライド 9: アジェンダ②
	スライド 10: 集めた健康データをどのように活用するか？
	スライド 12: 集めた健康データをどのように活用するか？
	スライド 13: 集めた健康データをどのように活用するか？　各種生活習慣と健康課題の相関分析への活用
	スライド 14: 集めた健康データをどのように活用するか？　各種生活習慣と健康課題の相関分析への活用
	スライド 15: 集めた健康データをどのように活用するか？　KPI設定への活用
	スライド 16: よくあるデータ管理・結果データの集計手順について　～健診業務編～
	スライド 17: よくあるデータ管理・結果データの集計手順について　～各種教育・イベント開催編～
	スライド 18: アジェンダ③
	スライド 19: データ管理のご案内
	スライド 20: データ管理による課題解決
	スライド 21
	スライド 22: データ管理による課題解決
	スライド 23
	スライド 24: データ管理による課題解決
	スライド 25: まとめ
	スライド 26

